










従来わが国では糖尿病の食事療法というと,すぐ食事の制限とうけとる傾向があった。これ

は,成人に多いインスリン非依存性糖尿病,ことにその肥満型においてはエネルギー摂取量

の制限が主要な治療手段の一つとなっており,その影響が小児のインスリン依存性糖尿病

の食事療法にまで誤って波及していたためと推測される。さらにインスリン療法開始後,

エネルギー摂取量を制限しないと,当然のこととして制限した場合よりインスリン必要量

が増加するが,これを誤って嫌う傾向もエネルギー制限を助長したと考えられる。その上,

インスリン療法中の患者が肥満することが糖尿病合併症の発現を促進することを恐れるこ

とも,エネルギー制限を助長した因子の一つとなっていよう。1981 年に当研究班が実施し

た全国調査の集計結果によると,小児期に発症したインスリン依存性糖尿病のうち,17～29

歳の年齢層に達している 316 名の身長と体重から肥満度を算出してみると,肥満度+20%以

上の肥満はわずか 2.2%にすぎず,一方,肥満度一 10%未満のやせているものは 36%にもなっ

ていた。 


